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インターネット尺度によるストレス過程における
ストレス耐性要因の検討
The Analyses of Stress Buffering Factors in the Stress Process




     The present study was intended to analyze the role of maladaptive perfectionism and 
social interests as stress buffering factors in stress process as well as the influence of 
stressors to stress responses. Participants were students who accessed to the Web pages 
and responded to the internet assisted stress questionnaires. Maladaptive perfectionism 
was measured by the Web Maladaptive Perfectionism Scale, and social interests were 
measured by the Web Social Interests Scale, and stressors were measured by the Web 
Stressor Scale, and stress responses were measured by the Web Stress Responses Scale. 
The proper reliabilities and validities of each internet assisted scale were provided in this 
study. The structural stress model relating maladaptive perfectionism, social interests, 
and stressors to stress responses was tested. The results of this study revealed that 
maladaptive perfectionists were likely to have stress responses of somatization, depression, 
interpersonal sensitivity and also reported a lot of stressors. It was indicated that maladaptive 
perfectionism was not only directly related to the stress responses, but also was shown to 
influence the stress responses through the mediators of stressors. Social interests showed 
few influence to stressors and stress responses. Findings suggested promising points of 
using the Internet Scales to enhance the psychological prevention, and implications for 
stress management trainings based on cognitive behavioral therapy were discussed.
Key Words: maladaptive perfectionism, social interests, stressor, stress response, 
               internet testing.





















がなされている（Quick, Murphy, & Hurrell, 1992; Sauter, Murphy, & Hurrell, 1990）。ストレス
過程においてはストレッサーから疾病へといたる過程について、ストレッサー、個人要因、不適
応兆候、疾病の 4つの要因からなるストレスモデル（Cooper, 1998; Semmer, McGrath, & Beehr, 















　完璧主義（perfectionism）の精神的健康への影響について多くの研究（e.g., Chang, Watkins, & 
Banks, 2004; Fairburn, Shafran, & Cooper, 1999; Hewitt, Flett, Sherry, Habke, Parkin, Lam, 







功よりも失敗への注目と成功への絶え間ない追求、自己批判である（Dunkley, Zuroff, & 
Blankstein, 2003）。
　完璧主義の人格としての不適応的特徴が注目されるにつれ、完璧主義に関する測定方法の研究
（Burns, 1980; Hewitt & Flett, 1991）もなされるようになった。Burns （1980）は完璧主義を単一
の要因からなる特性と考えたが、因子分析を用いた完璧主義に関する研究（Frost, Heimberg, Holt, 
Mattia, & Neubauer, 1993; Frost, Marten, Lahart, & Rosenblate, 1990）は、完璧主義は 2つの構
成要素からなることを示した。完璧主義の第 1構成要素は “評価に対する不適応的関心” で、う




者とがいることになる。さらに、Slaney, Ashby, & Trippi （1995）および Enns & Cox, （2002）に
よる研究も、完璧主義は複数の構成要素からなり、過度の失敗への配慮のような不適応的構成要
素と、秩序を守り高い水準を保つことに特徴付けられる適応的構成要素からなることを指摘した。
　完璧主義が複数の構成要素からなるという考えに基づき、Slaneyら（Slaney, Mobley, Trippi, 
Ashby, & Johnson, 1996）は完璧主義を測定する質問紙である Almost Perfect Scale -Revised
（APS -R）を作成している。APS -Rは、適応的完璧主義者の特徴である “高い要求水準” と “秩序
と整頓” および完璧主義の不適応的特徴である “行動と要求水準の不一致” の 3つの特徴を測定
できる質問紙法である。さらに，Slaneyら（Rice, Ashby, & Slaney, 1998）は APS -Rを用いて適
応的完璧主義と不適応的完璧主義の違いに関する研究を行い、完璧主義者の特徴として “自分の
行動に対する高い要求水準”、“秩序を守り、きちんとする意識” を指摘し、これらの特徴が成功





完璧主義の不適応的特徴であると指摘している（Slaney, Rice, & Ashby, 2002; Rice & Mirzadeh, 
2000）。
　適応的完璧主義者の特徴である「高い要求水準」と「秩序と整頓」と完璧主義の不適応的特徴
である「行動と要求水準の不一致」の 3つの特徴を測定できる日本語版 APS -R完璧主義質問表 
（Nakano, 2009）も、249名の大学生を対象として開発されている。探索的因子分析により「高い
要求水準」、「秩序と整頓」、「行動と要求水準の不一致」の 3つの因子が抽出され、3つの因子に
おける内的一貫性による信頼性は、α =.83、α =.73、α =.90と高い値を示した。他の 206名の大
学生を対象とした検証的因子分析の結果は、NFI=0.92、TLI=0.92、CFI=0.93、RMSEA=0.09であ










































る（Buchanan & Smith, 1999; Spek, Nyklicek, Cuijpers, & Pop, 2008；Tippins, Beaty, Drasgow, 
Gibson, Pearlman, Segall, & Shepherd, 2006）。インターネットによるうつ症状のスクリーニング
尺度も開発され、うつ病の予防に有効であることが指摘されている（Spek et al., 2008）。インタ
ーネットによる心理テストは不正行為が発生しやすいことなど、信頼性と妥当性に関連した問題
点も指摘されているが、インターネット媒介によるコンピュータ入力の心理テストは、総合的に
有効であり、将来性のあるアセスメント方法であるといえる（Buchanan, 2003; Coles, Cook, 






























性は、Cronbach’s α =.90、Cronbach’s α =.81、 Cronbach’s α =.73と高く、高い構成概念妥当性
も検証的分析（NFI = 0.92, TLI = 0.92, CFI = 0.93, RMSEA = 0.09）により示されている。Web不
適応的完璧主義尺度の質問項目には、完璧主義の不適応的特徴と指摘されている「行動と要求水
準の不一致」における 12項目を用いた。




















Web ストレス反応尺度　　ストレス反応の測定には、自己報告形式の症状調査票である The 
Hopkins Symptom Checklist （HSCL; Derogatis, Lipman, Rickels, Uhlenhuth, & Covi, 1974; 
Lipman, Covi, & Shapiro, 1979）を用いた。HSCLは 5つの下位症状からなり、1800人の精神科
患者と 700人の健常者を対象に標準化され、精神身体的健康に何らかの問題を抱えている人の状










1因子は第 2、第 4、第 9項目を除く 9つの項目からなり、Web不適応的完璧主義尺度を１因子
構造の尺度とすることとした。9つの項目およびその因子負荷量を、Table１に示した。Web不













1因子は項目 3、項目 8、項目 12を除く 12項目から構成されていたためWeb社会的興味尺度は
12項目からなる 1因子構造の尺度とすることとした。12の項目とその因子負荷量を Table 2に
示した。Web社会的興味尺度の信頼性は、内的一貫性を用いて測定され、内的一貫性による信頼








 7  満足の行く行動ができたことはない. 97
10  自分の行動に満足したことはない. 80
11  十分立派にやり遂げたと感じることはない. 79
 9  自分の掲げた高い水準を満たすことがほとんどできない. 78
 3  掲げた目標を達成したことはない. 68
 5  自分の成し遂げたことに満足したことはない. 49
12  物事をなし終えた後もっと良くできたはずだと思い、落胆することが多い. 44
 1  目的を達成することが出来なくて、よく挫折感を味わう. 32
 6  自分の期待に応えることができないのではと心配することが多い 31
Table 2　社会的興味の項目と因子付加量
項目 付加量 項目 付加量
5 寛大           個人主義 .61 13 思いやりがある     賢い .45
7 信頼される     博識 .56 2 几帳面        思いやりがある .39
4 ていねい       独創的 .53 10 機敏          協調的 .38
14 同情できる       独立独歩 .53 1 親切            勘がよい .37
11 想像力に富む     頼りになる .50 6 有能            忍耐強い .33









証的因子分析の結果 （GFI = .77, NFI= .65, CFI = .72, RMSEA＝ .09）は、GFI、 NFI、CFIの 0か











（GFI = .77, NFI= .69, CFI = .77, RMSEA＝ .07）は、GFI、 NFI、CFIの 0から 1までの値をとる
適合度指標においてやや低い値が得られたが、 潜在変数から「心身症状」の 14項目、「うつ症状」























重回帰分析結果は Table 4から Table 6に示した。
Table 3　平均、標準偏差、ピアソン相関係数
項目 M（SD） 1 2 3 4 5
 1.  不適応完璧主義 45.11（9.38） ―
 2.  社会的興味 11.26（2.53） ‐.18** ―
 3.  ストレッサー 49.59（15.46） .25** ‐.14* ―
 4.  心身症状 24.19（6.78） .33** n.s. .50** ―
 5.  うつ症状 24.15（7.49） .42** ‐.13* .68**  .62**
 6.  対人関係過敏症状 20.93（6.09） .42** ‐.14* .54**  .59** ‐.79*
**p　<　.01,　 *p　<　.05
Table 4　心身症状の重回帰分析
変数 β ｔ ｐ
ストレッサー .44 8.12 < .001
不適応的完璧主義 .24 4.44 < .001
社会的興味 .11 2.07 < .001
（R²  = .29,  F  [3/ 309] =35.69,  p  < .001）
Table 5　うつ症状の重回帰分析
変数 β ｔ ｐ
ストレッサー .61 13.86 < .001
不適応的完璧主義 .27 6.09 < .001
（R²  = .52,  F  [2/ 310] =144.57,  p  < .001）
Table 6　対人関係過敏症状の重回帰分析
変数 β ｔ ｐ
ストレッサー .44 8.54 < .001
不適応的完璧主義 .31 6.02




は .44, .24, .11）がその説明に寄与し、ストレッサーは 23.0％、不適応的完璧主義は 4.8％、社会
的興味は 1.1％の分散、合計で 28.9％の分散を説明した。うつ症状については、ストレッサー、不
適応的完璧主義（それぞれの回帰係数は .61, .27）がその説明に寄与し、ストレッサーは 45.6％、
不適応的完璧主義は 6.7％の分散、合計で 52.4％の分散を説明した。対人関係過敏症状について
も、ストレッサー、不適応的完璧主義（それぞれの回帰係数は .44, .31）がその説明に寄与し、ス












































子分析により検討された。検証的因子分析の結果は、GFI、 NFI、CFIの 0から 1までの値をとる




















る検証的因子分析の結果は、GFI、 NFI、CFIの 0から 1までの値をとる適合度指標においてやや
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